
令和７年（２０２5 年） ８月１５日 ところざわ市議会だより

議 　  審 議案
６月定例会議での

【開催期間】　６月２日～６月２０日 (１９日間 )

【市長提出議案】	 補正予算	 ２件

	 条例関係	 ７件

	 契約変更	 ３件

	 市道認定・廃止	 ３件

	 人事関係	 ５件

【議員提出議案】		  １件

　６月定例会議では、令和７年度一般会計補正

予算や条例関係などの市長提出議案２０件を審

議しました。また、国への意見書として、議員

提出議案１件を可決しました。

６月定例会議のまとめ

（問合せ：商業観光課　２９９８－９１５５）

事業費：５万円

「（仮称）所沢航空発祥祭」開催準備事業

市長提出議案のおもな事業概要

開催日を令和８年４月５日と決定しているが、イベントを成功させるため、これから機運を高めていく上でも、

周知活動なども非常に重要になってくると思う。市内外、インバウンドに向けた周知活動をどう行うのか。
問

イベントの開催に当たり、まずは実行委員会を立ち上げたいと思っており、この実行委員会で周知活動を行う

が、市としても、ホームページや広報ところざわ、ＳＮＳ等を通じて周知していくことを想定している。
答

所沢航空発祥記念館の長期休館は関係があるのか。問

イベントの最大の目的は「航空発祥の地　所沢」をアピールすることである。航空発祥記念館は今年９月から令

和９年３月まで、長期のリニューアル工事に伴う休館が予定されており、「航空発祥の地　所沢」をＰＲする機

会が減ってしまうこともあり、令和８年４月に当イベントを開催したいという考えから事業を立ち上げた。
答

“日本の航空発祥の地 所沢”を盛り上げます
議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号）原案

　可決

航空発祥の地 検索

　ライト兄弟が人類初の有人動力飛行に成功してから、わずか８年後の１９１１年、所沢に

日本初の飛行場ができました。１９１１年４月５日の初飛行では所沢の住民のほか、多くの

見学者が飛行を見守ったといわれています。

　日本で初めて飛行場からの飛行が成功した「日本の航空発祥の地　所沢」

のＰＲを目的に、飛行が成功した日とされる４月５日に市民を主導とした

イベントを開催するための準備を進めます。

▲初飛行に成功したアンリ・ファルマン機／１９１１年

　所沢航空記念公園では、毎年４月上旬に「市民文化フェア」というイベント

を１９８６年から２０２３年まで３８回にわたり開催していました。市民文化の
発信をテーマとした「市民文化フェア」に対し、「（仮称）所沢航空発祥祭」は

航空発祥の地・所沢のＰＲをテーマとしています。

市民文化フェアとの違いは
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　アーティストやアート関係者に三ケ島地区へ滞在する機会を提供し、アート作品の制作や発表、ワークショップ等

を行うことで、アーティストと地域住民、地域住民同士の交流の機会を創出し、地域住民の定住や、アーティストの

移住先となるよう地域の活性化を目指します。

　寿町に所在する国登録有形文化財「秋田家住宅」と敷地全体の整備と活用を図るも

のです。中心市街地に今も残る「秋田家住宅」を整備し、活用することで、「所沢のま

ちば」の歴史・文化を伝え、「ふるさと所沢」を愛する心を育てることにあわせ、日常

的に市民が交流する空間の創出や所沢駅周辺から西所沢エリアや航空公園エリアなど

への回遊拠点の1つとして地域の商業や観光の活性化にも貢献することを目指します。

三ケ島アーティスト・イン・レジデンス実施事業（問合せ：文化芸術振興課　２９９８－９２１１）

事業費：１９７万１千円

歴史的建造物整備活用事業（基本設計） （問合せ：文化財保護課　２９９１－０３０８）

事業費：４，４７９万２千円

地域の活性化を目指します
議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号）原案

　可決

 国内外の芸術家等が一定期間滞在し、様々な交流を通じて

創作活動等に有益となるプログラムを提供する事業です。

アーティスト・イン・レジデンス（AIR)とは？

アーティストへ開催

地域に関連した作品

の制作を依頼します。

開催地域の施設を活用した

トークイベント等を行い、地

域との交流を促進します。

完成した作品は

市内に恒常的に

展示します。

Step1 Step2 Step3

宿泊施設への滞在費は市が負担します

三ケ島 アート 検索
 三ケ島地区では、アートによる愛着や誇りの醸成、地域活性化を図ることを目的として、

座れるアート作品「アートベンチ」を制作し、令和５年度より設置しています。

アーティストの滞在期間はどの程度を見込んでいるのか。また、アーティストとの交流は今回の事業のみの短期

間とするのか、それとも中長期的に所沢とのつながりを持つことも視野に入れているのか。
問

アーティストが作成する作品により左右されるが、滞在期間は２週間から最大でも１か月程度を想定している。

今回の取組をきっかけとし、アーティストの方々と新たなつながりが生まれることや、作品を常設することで新

たな人の流れが生まれることが期待できる。
答

三ケ島地区を選んだ理由は。問

三ケ島地区は豊かな緑や自然、歴史を有し、埼玉県立芸術総合高等学校や早稲田大学所沢キャンパスがあること

から、学生や若年層と接点を持ち、アートとの親和性や可能性が期待できる地域であることから選定した。
答

「日常的に市民が交流する空間の創出」とあるが、具体的にどのような機能を持たせることを考えているのか。問

地域の方に日常的に利用していただくことが必要であると考えており、例えば、観光案内の機能を持たせること

ができれば、所沢駅周辺のにぎわいを「秋田家住宅」を経由して所沢神明社や旧鎌倉街道方面へ、そこからまた

西所沢エリアへとつなげていくことなどでその役割を果たしていけるものと考えている。
答

実施スケジュール

令和7年度 令和8年度 令和9年度～12年度 令和13年度〜

基本設計 実施設計 整備工事 公開活用 ▲秋田家住宅店舗兼主屋の外観
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　地震や豪雨などの大規模な災害が発生すると、市街地をはじめインフラが壊滅的な被害を受け、被災市町村は復

興まちづくり事業に取り組むことになるが、市街地等の基盤整備は、産業や住宅、教育等の分野の基盤として、他

分野の復興まちづくり事業に先立って実施しなければならない。そのためにも、早期の復興まちづくり計画の策定、

事業着手、事業完了が求められる。

　被災後に迅速な復興まちづくりを行うには、平時から災害が発生した際のことを想定し、事前に体制と手順の検

討、建物や土地利用状況などの必要なデータの整理、復興まちづくりの目標の検討などを行う復興事前準備に取組

むことが重要である。よって、政府に対して「事前復興まちづくり計画」策定に対する防災・安全交付金による支

援や、「事前復興まちづくり計画」策定を検討・実施する自治体への技術的助言などの支援の強化を求め、地方自

治法第９９条の規定により意見書を提出するものである。

事前復興まちづくり計画の策定支援を求める意見書について
意見書全文はコチラ

人事関係

監査委員の選任に同意

議案第７１号　監査委員選任の同意を求めることについて

市
いち

川
かわ

　博
ひろ

章
あき

 氏

教育委員会委員の任命に同意

議案第 7２号・議案第７３号　教育委員会委員任命の同意を求めることについて

村
むら

山
やま

　こず恵
え

 氏 平
ひら　つか

塚　俊
とし

夫
お

 氏

人権擁護委員の推薦に同意

諮問第１号・諮問第２号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

川
かわ

﨑
さき

　幸
ゆき

美
み

 氏 北
きた

田
だ

　紀
き

久
く

雄
お

 氏

議員提出議案

【討論】議案第６０号・議案第６１号に反対

議員提出議案第９号

下水道受益者負担金及び分担金の１㎡当たりの金額を１,１３０円から１,３５０円に引き上げ

る主な４つの対象地域の一番高い負担金額は、三ケ島地区で約５１５万円、富岡地区で約３

７５万円、小手指地区で約５０５万円、柳瀬地区に至っては約９５２万円である。これらの引

上げ幅は１９.４％であるから、これだけの負担増をよいと思われる方はいないと信じる。私

たちの会派は、１円たりとも負担金と分担金を引き上げてはならないと言うつもりは全くない。

下水道整備に当たり、昨今の人件費や資材のコストの上昇から、多少の引上げはやむを得な

いものと思っているが、２０％近い引き上げの衝撃度と唐突度はどうしても理解できない。

下水道事業の分担金、負担金の値上げに際し、上昇しすぎないための努力は理解できるが、

下水道法第３条に、公共下水道の設置、改築、修繕、維持その他の管理は、市町村が行う

ものとあるように、住民の公衆衛生を維持するのは自治体の責務である。第１次市街化調整

区域下水道整備計画と第２次市街化調整区域下水道整備計画を比較した場合、単位負担金

額１.３倍の増額は、第２次市街化調整区域下水道整備計画の対象者への不公平の是正が必

要である。今回の負担金には物価高騰が反映されており、平均的に８５万円の負担を住民に

強いるものだ。よって、物価高騰の中、住民への負担軽減が必要であると判断し、反対する。

石本　亮三　議員
（立憲リベラルの会）

矢作いづみ　議員
（日本共産党所沢市議団）
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ところざわ市議会だより 第２15号第２15号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第５６号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第２号） 予　　算

原案可決

議案第５７号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について 総務経済

議案第５８号 所沢市立児童クラブ条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉

議案第５９号
所沢市布設工事監督者を配置する水道の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者の資格に関
する条例の一部を改正する条例制定について

建設環境
議案第６０号 所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第６１号 所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する条例制定について

議案第６２号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
総務経済

議案第６３号 所沢市庁舎基幹設備改修工事請負契約締結についての一部変更について

可　　決

議案第６４号 所沢市民文化センター改修事業契約締結についての一部変更について 市民文教

議案第６５号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その１）請負契約締結についての一部変更について

建設環境
議案第６６号

市道路線の認定について
議案第６７号

議案第６８号 市道路線の廃止について

議案第６９号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第３号）

＿

原案可決
議案第７０号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第７１号 監査委員選任の同意を求めることについて

同意する

議案第７２号
教育委員会委員任命の同意を求めることについて

議案第７３号

諮問第１号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問第２号

令和７年６月定例会議　審議結果

市長提出議案（２０件） ■賛否の分かれた議案等  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　反対：×

議案番号

自由民主党・ 
維新・参政・ 
無所属の会

公明党 至誠自民クラブ
日本共産党
所沢市議団

市民クラブ 
未来

さきがけ

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会

立
憲
民
主
党
・ 

れ
い
わ
新
選
組

斉
藤
か
お
り 
神
戸　

鉄
郎

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

議案第５６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議案第６１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

議員表彰

市議会議員として、永きにわたり地方自治の発展と振興

に尽力してきた功績により、全国市議会議長会、埼玉県

市議会議長会から表彰されました。

 在職１０年　　粕谷　不二夫　議長

 在職１０年　　石原　　　昂　議員（写真左）
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